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（仮称）中標津町総合体育館建設基本設計に対する意見募集結果 

 

◆はじめに 

 （仮称）中標津町総合体育館建設基本設計について、町民の皆様から寄せられたご意見

の概要と、これらに対します中標津町教育委員会の考え方を下記のとおりお示しします。

貴重なご意見をお寄せいただきありがとうございました。 

 

◆ご意見の募集結果 

【案件名】 （仮称）中標津町総合体育館建設基本設計 

【募集期間】 平成２５年５月１７日（金）～平成２５年６月１７日（月） 

【意見総数】  １１件（3 人） 

 

【内訳】 【修正】 案を付加・修正するもの 0 件 【電子メール】 ２人 【既掲載】 既に案に盛り込んでいるもの ４件 【郵送】 １人 【参考】 今後の参考とするもの ２件 【FAX】 ０人 【その他】 意見として伺ったもの ５件 
 

【直接持参】 0 人 
 

◆ご意見の概要と中標津町教育委員会の考え方 

 ご意見の概要と中標津町教育委員会の考え方及び最終案は以下のとおりです。 

（仮称）中標津町総合体育館建設基本設計に対する意見の概要と中標津町教育委員会の 

考え方 別紙のとおり 
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（仮称）中標津町総合体育館建設基本設計に対する意見の概要と町の考え方 町民等の意見の概要 件数 意見に対する教育委員会の考え方  １  今回の資料には載っていないのですが、バレーコートやバドミントンコートは何面で きるのでしょうか？    様々な大会を招致したいのであれば現 在あるバレー２面、バドミントン６面では地 区大会は開かれると思いますが、全道大 会など大きな大会を開くのは難しいと思います。    町民のための体育館とありますが、外からも人、大会を呼び込めるような体育館 にしなければいけないと思います。    全道大会などが開かれることにより全 道各地から人が集まりホテルや飲食店の 利用にもつながり地域活性化にもつなが るからです。    なのでバレーコート３面、バドミントンコ ート８面を希望します。  ２  天井の照明についてもですが、バドミン トンなどは照明の光が眼に入って見えなく なるということが現体育館では多々ありま す。    なのでコートの間に照明を設置してほし いと強く要望します。                       

２  １ メインアリーナは、公式のコートではバレーボールコート２面、バドミントンコート 8面がとれ、サブアリーナは、同じく公式コートでは、バレーボールコート 1 面、バドミントンコート 4 面、合計でバレーボール公式コート３面とバドミントン公式コート１２面がとれる計画です。   新体育館は、現体育館の約 2.５倍の広さになることから、管内、道東、全道大会の開催は十分可能になるかと思います。   全道大会を開催することで、競技者への刺激となり、より一層競技力の向上が図られるものと考えています。 また、大会の開催により来町される方々が増加することで、波及効果として町の活性化が図られるものと期待しています。   ２ 照明器具につきましては、照度の基準内で競技に支障のない光源を比較検討しながら設計します。     （中標津町教育委員会） 
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（仮称）中標津町総合体育館建設基本設計に対する意見の概要と町の考え方 町民等の意見の概要 件数 意見に対する教育委員会の考え方  １  除雪･排雪のスペースとして、ここの切り土を広くとる。    行き詰まりの駐車場は排雪の山になるだけ。    役場庁舎の駐車場がその例。    道路をわたっての駐車場より利用が多いはず。  ２  ここに排雪ステーションを建設し、夏季の冷房に利用すべし。（ＥＣＯ／節電）          ３  役場との交差点は、イベントや利用者 出入りに渋滞が予想されるので、道路の拡張など整備が必要と思われる。 （特に冬季は、下り坂の先に交差点があるので非常に危険である）                       

３  1 西側の法面につきましては、冬期間の安全性や除雪効率、さらに費用対効果を総合的に検討し、実施設計に反映させていきます      ２ 冬期間の積雪を活用した冷房につきましては、採用の予定はありません。 冷房を雪のみで賜うことは、難しく電気との併用となります。 この場合、雪の貯蔵量は最低でも建物の容量が必要で夏までに融ける量を勘案すると、膨大な貯蔵庫が必要になります。 イニシャルコストとランニングコストを総合的に検討した結果、雪冷房は難しいと考えます。  3 町道森林公園通り線は、現在、片側一車線 の対面通行になっておりますが、拡幅整備し町道森林公園通り線から、道道中標津空港線に抜ける交差点に、右折専用レーンを設け、渋滞を緩和できるよう計画をしております。  また、体育館南側に位置する、体育館第２駐車場の出入口は、大型車両にも対応できる幅員を予定しています。  なお、歩行者に関わっては、現在、片側にしかない町道森林公園通り線の歩道を両側に整備する予定でいます。 土・日・祝日に開催される大きな大会では、役場や丸山公園の駐車場も一体として有効活用が図られるものと考えています。   （中標津町教育委員会） 
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 （仮称）中標津町総合体育館建設基本設計に対する意見の概要と町の考え方 町民等の意見の概要 件数 意見に対する教育委員会の考え方  １  旧体育館にはステージが有ったのに新体育館のメインアリーナにはステージが設置されていませんが、各種大会等の開会式等に必要になると思いますが何か理由があるのですか？  ２  スポーツだけではなく幅広く利用してもらう事を考えるとコンベンション的な役割や防災の観点から災害時の避難にもそなえられるよう自家発電やソーラーシステム等の設置施設として活用できるようにしてもらいたい。       ３ デザイン性よりも利用者の事を考えて機能性重視し、障害者等へ配慮し出来るだけシンプルで無駄な階段や段差の無い施設にしてもらいたい。     ４ 市街地とのアクセス等の観点から来客にもわかりやすい誘導看板等を設置してもらいたい。町内公共施設等への誘導看板が少なくわかりにくいとの声があります。   ５ 出来れば駐車場が道路で二分されるのではなく一体の方が良いのでは、森林公園への道路を変更できないのか？  ６ 役場正面玄関前のスペースや役場裏駐車場等との一体整備は考えられないのか。      

６  １ 競技団体からの要請を受け、広いスペースを確保するため、常設のステージは設置しません。  必要に応じて、移動式ステージを使用していただきます。  ２ 現在の体育館は、一時避難所の代替施設として位置づけられております。   新体育館も同様の役割を担うこととなると考えられます。 発電機については、移動式の発電機を確保することや、自家発電機を備えることのメリット・デメリットを充分検討し対応していきます。 ソーラーシステムについても、自然エネルギーの有効活用の観点から前向きに検討していきます。    ３ シンプルで、ユニバーサルデザインを採用し、障がい者や高齢の方に配慮した体育館の建設を計画しています。  身障者用駐車場やバリアーフリー対応スロープ、多目的トイレを 1階と２階に配置し車椅子でも２階に上がれるようエレベーターの設置を計画しています。  ４ 町道に分かりやすい案内看板の設置を考えております。   また、道道につきましても、設置に向けて道に要望していきたいと考えております。  ５ 検討いたしましたが、町道森林公園通り  線を変更した場合、Ｔ字路が増え渋滞の原因となるため、現行のままで整備します。  ６ この事業は、都市公園整備の補助を受けており、新体育館と敷地内外構、体育館第２駐車場の整備以外は対象にならないため実施いたしません。    （中標津町教育委員会） 
 


